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＜ 松本　不二子＞�
　松本氏は、津奈木町の
病院の夫人で、入選した
昭和25年当時64歳。�
碑の建立に関しては、地
元よりも草千里に建立し
てこそ歌が生きると、現
在地に建てられました
が、碑石には、地元津奈
木町の川の石が使われて
います。�
�

＜藤崎久を＞�
大正10年生まれ、平成11年死
去。�
昭和25年より高浜虚子の指導
を直接仰ぎ、昭和48年、東海
大学の教員となって本格的に
句作に取り組む。九州ホトト
ギス同人会長。昭和56年から
俳誌「阿蘇」の主宰となる。
生前、阿蘇を愛された藤崎氏
は阿蘇を詠んだ作品を数多く
残しています。�
�
�

シリーズ阿蘇の文学碑めぐり③�

今月は、新緑が美しい草千里周辺の文学碑をご紹介します。�
取材協力　中村道則氏�

■火山博物館東側に松村辰喜氏の記念碑もあります。�
　松村氏は、明治元年、内牧に生まれ、21歳の若さで坂梨小学校の校長
になり、世界の阿蘇にしたいという情熱と行動力で、国立公園化という
偉業を成し遂げた方です。�
�
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